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宍道湖のヨシ帯におけるマクロベントス群集
　　　　　　　　　　　多様性の季節変化

原田茂樹1）㊥中村幹雄2）④國井秀伸3）

S鍛S⑪醐盟幽鋤geS⑪f醐Cr⑪b鋤嚇C鋤VerS鮒y虹ree唖be唖

　　　　　　　　　　　　　　⑪fL磁㊧s賊輔

Sh1geki　Harada1），M1k1o　Nakamura2）and　H1denobu　Kum3）

Abs旋鎚重The　mvest1gat1on　of　macrobenth1c　commumty　m　reed　bed　of　Lake　Sh1叩，

Shmane　Prefecture，Japan，was　done　m1993－1994，to　c1ar1fy　the　seasona1change
of　macrobenth1c　d1vers1ty　The　companson　of　spec1es　d1vers1ty　between　outs1de　and

ms1de　of　reed　bed　was　a1so　done　In　resu1t，average　spec1es　number　per　samp1e　was

found　to　be　h1gher　at　ms1de　of　reed　bed　than　at　outs1de　of　the　reed　bed　a1most　a11

over　the　year　It　was　assumed　that　th1s　phenomenon　resu1ted　from　the　ab111ty　of　reed

to　mamtam　the　sed1ment　at　stab1e　con砒10ns　Some　spec1es（e　g　lVθ伽肋ω／αρo伽co，

〃o広o閉ω伽sp，Amph1poda　etc）were　mnuenced　heav11y　by　wmter　drought

Keywor出　　Lake　Shmj1，macrobenthos，reed　bed，spec1es　r1chness，wmter　drought

は　じ　め　に

　宍道湖の湖岸には，少ないながらもヨシ
P伽α8醐加∫伽肋〃∫が群落（ヨシ帯）を形成してい

る。このヨシ群落がヤマトシジミCo棚ω1oブαρo肋α

の稚貝の生息地として重要な役割を果たしているこ

とを坂本（1992）は指摘している。ヤマトシジミ以外

のベントスについても，坂本ら（1995）は，ヨシ帯は

何もない湖岸と比べて明らかにベントス量は豊富で

あることを示した。しかし，坂本ら（1995）は，宍道

湖の水位が冬期に前年の夏に比べ約30cm低下し，

調査したヨシ帯の多くが部分的に干陸し，これらの

ヨシ帯でヨシの水中部分に付着していたヤマトシジ

ミの稚貝から成貝まで，干陸から逃れることができ

ず，大量に死滅しているのを観察している。このこ
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とから，水位が高いときにはヤマトシジミにとって

ゆりかごとなるヨシ帯も，いったん水位が下がると

移動性の乏しいヤマトシジミにとって墓場ともなり

うると指摘している。

　宍道湖の水位は季節的に変動しており，夏期に最

も高く，冬期に30－50cm低下する。一般的に，ベ

ントスは比較的移動能力に乏しいと言われており，

この水位変動は、ヤマトシジミだけでなく他のベン

トスにも影響しているかもしれない。それゆえ，ベ

ントスにとってのヨシ帯の重要性も季節により異な

ると考えられる．しかし，坂本ら（1995）の調査は秋

にのみ行っており，その他の季節については調べて

いない。そこで本研究では，宍道湖のヨシ帯の内部

と外部，さらに冬期に干上がる場所と干上がらない

場所で季節的にマクロベントスを採集し，比較する

ことで，ヨシ帯におけるマクロベントス群集の生物

量と多様性の季節的変化，水位変動による干上がり

の影響および底質粒度との関係について調べた．そ

の結果，いくつかの興味ある知見を得たのでここに

報告する、
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図1．宍道湖におけるヨシ帯の分布（O）および調査地点（⑱）．（）内の数字はヨシ帯のおおよその面積（m2）．

醐g。且。D1str1but1on　of　reed　bed　m　Lake　Sh1呵1The　so11d　c1rc1es　are　reed　beds　surveyed　The　open　c1rc1es　are　other　reed

　　beds　The　numbers　m　parentheses　are　approx1mate　area（m2）

調査地と調査方法

　1993年4月の時点でヲー部もしくは全体が湖水に
浸かっているヨシの群落は，ヨシ帯というよりヨシ

パッチという様なものも含め宍道湖湖岸に約25あっ

た。この中から今回の調査の目的に合致する条件，

1）複数回のサンプルを季節的に採集できる面積があ

り，2）汀線をはさんで群落が存在し，3）それが水位

変動にかかわらず維持され，4）対照のための採集が

できるように群落の左右どちらかが浜になっている

群落を調査地として4地点選んだ（図1）．

　調査は，各地点で季節ごと（春期：1993年5月，

夏期：8月，秋期；11月，冬期：1994年2月）に行っ

た。マクロベントスの採集には，直径12cmの円柱

状の筒を用い，深さ1Ocmまで底土を採泥した。採泥

は，冬期に干上がる場所（干出部）と年中冠水して

いる場所（非干出部）で3回ずつ行い，比較のため

ヨシ帯から5－1Om離れた場所でも同様の採集を

行った．最初の調査月（1993年5月）に目印を付けた

竿を立てて調査開始時の水位が後でもわかるように

し，季節により水位が変わっても同様の場所で採集

できるようにした。

　採集した泥は研究室に持ち帰り，O．5㎜メッシュ

のふるいにかけ，ふるい上に残ったものをマクロベ

ントスとして，1O％中性ホルマリン水溶液で固定

し，同定後，種ごとに個体数の計数。湿重量の計量

を行った。個体数はそれぞれのマクロベントスの頭

部の数とし，湿重量は，種ごとに頭部のないものも

含め，貝類については殻付きのままサンプル合計を

測った。ヤマトシジミについては殻長4mmで稚貝

と成貝に分けた。マクロベントスの同定は，昆虫類

は日本産水生昆虫検索図説（川合，1985），その他

の種は島根県三刀屋内水面分場にある標本を用いて

第　筆者が行った。

　底質の粒度組成を調べるために，マクロベントス

の採集ごとに，100～150gの底泥を採集した．採集

した底泥は，研究室に持ち帰り，11O℃で24時問処

理し，ふるい分け法により，6段階（φスケール：一

4、一2、一1，1．5，4）に分けて粒度組成を調べた。

結果と考察

　今回の調査で採集されたマクロベントスのリス
トと各種の個体密度（ind．1m2）および出現頻度を表1

に示した。種数は，二枚貝2種，巻き貝4種，多毛類

4種，昆虫類2種，甲殻類5種およびイトミミズ類

（Tub1ficma）とプラナリア（P1athe1mmthes）の言十20種で

あった。ただしフ昆虫類のユスリカ類（Chironomidae），

甲殻類のヨコエビ類（Amph1pod＆）およびコツブムシ

類（G〃o閉o功θro舳spP），そしてイトミミズ類

（Tubi舳na）は少なくとも2種以上含まれていた。こ

れらのマクロベントスの中でヨシ帯内部のみに出現

したものはなかった。個体数は，ヤマトシジミが最

も多く（相対頻度：54．26％），次のイトミミズ類（同：

28．55％）を加えると全体の80％を超えた．出現頻

度もヤマトシジミが最も高く（9α63％）ヲ第二位牟イ

トミミズ類（81．77％）となった。

今回採集されたマクロベントス群集は，種数が少な

く，ヤマトシジミとイトミミズ類が非常に優占して

おり，また，ヨシ帯内部のみに出現した種はなかっ

た。したがって，ヨシ帯内外で多様性を比較する場

合，種数を直接比較してもあまり意味はなく，種数

に各種個体数の均等性，総個体数を加味した多様度
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Fig. 2. Density(ind.Im2) of macrobenthos at inside and outside of reed bed. Filled and open bars show inside and outside 

of reed bed, respectively. Bars are I standard errors. Asterisks are result of ANOVA. *, p<0.05 ; **, p<0.01 ; 

***, p<0.001. 
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Fig. 3. Average of species number at inside and outside of reed bed. Filled and open bars show inside and outside of 

reed bed, respectively. Bars are I standard errors. Asterisks are result of ANOVA. *, p<0.05 ; **, p<0.01 ; 
***, p<0.001. 
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St．2

　　　　　　　　　spr1ng　summer　autumn　w1nter　　　sprmg　summer　autu皿n　w1nter
図4　ヨシ帯内部の干出部と非干出部におけるマクロベントスの個体密度（md／m2）黒いハーと白いハーはそれぞれヨシ

　　　帯内部の干出部と非干出部を示す　エラーハーは1標準誤差

醐紬D…ity（i・吐／m2）・fm・…b・・th…td…ght・・d…一d…ght・it・・f…db・d．Fi11・d・・d・p・・b・…h・wd…ght

　　　and　non－drought　site　of　reed　bedラrespective1y．Bars　are1standard　errors．Asterisks　are　resu1t　of　ANOVA．

　　　＊，ρくO・05；　＊＊，ρくO．O1；　＊＊＊，ρく0，001．
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図5　ヨシ帯内部の干出部と非干出部におけるマクロヘントスのサンプル当たりの平均種数　黒いハーと白いハーはそ
　　　れぞれヨシ帯内部の干出部と非干出部を示す　エラーハーは1標準誤差　星印は分散分析の検定結果

F晦5曲Average　of　species　number　at　drought　and　non－drought　site　of　reed　bed．Fi11ed　and　open　bars　show　drought　and

　　　non－drought　site　of　reed　bedラrespective1y．Bars　are1standard　e耐ors．Asterisks　are　resu1t　of　ANOVA．＊，ρくO．05；

　　　＊＊，ρ＜O．01；　　＊＊＊，ρくO．001．
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指数は優占している種の出現傾向が強く反映される

ためその他の種の出現傾向が反映され難く，ヨシ帯

内外で差があったとしても結果には現れ難いと考え

られる毎そこでここでは多様性として，サンプル当

たりの平均種数を用いた。

　ヨシ帯内外でのマクロベントスの生物量，多様性

の季即変化の違いをみるために，個体密度および平

均種数をヨシ帯内外で比較した（図2ヲ図3）、検定

には分散分析を用いた、個体密度は，季節によりヨ

シ帯内部の方が多かったり外部の方が多かったりと

変化していた邑すべての季節でヨシ帯内部の方が多

かったのはst．3のみであり夕それでも夏では有意差

は認められなかった苗平均種数はs亡．2の夏期と秋期

を除きヨシ帯内部の方が多かった。有意差が認めら

オしたのは夕st．1で全ての季節，st．2で春，st．3で夏以

外ヲそしてst．4で春と冬であった、st．2は他のステー

ションと比べるとヨシ帯内外であまり差は見ら手しな

かった埴

　季節的にみると，ヨシ帯は何もない湖岸と比べて

明らかにベントス量は豊富である（坂本ら，1995）

ということはなかった垣今回調査を行った4つのヨ

シ帯の中で，st．2が一番面積が小さかったが，ヨシ

帯内部の個体密度や平均種数が外部より明らかに低

いと言うことはなく，他のステーションと比べても

あまり差はなかったことからヲ対照とした外部が，

マクロベントスにとって生息に適した環境であった

ためこの様な結果になったと考えられる自しかしヲ

この様なst．2でも種数ではヲ他のステーション同様

春に有意差が認められており，マクロベントスに

とってヨシ帯の重要性は，春に高くなると推察され
る、

　干上がりの影響をみるために，ヨシ帯内部の干出

部と非干出部で個体密度および平均種数を比較した

（図4ヲ図5）。分散分析の結果ヲ個体密度にヨシ帯

内外で有意差が認められたのは，st．3の夏φくO．05）の

みであった。干上がりの影響を受けているとすれ

ばヲー番顕著にあらわれるのが冬期でヲ干出部の方

が非干出部よk）低い値となることが予想されたが，

有意差はないもののst．3を除いて茅逆に浅所の方が

高い値を示した面平均種数はst．2で秋期に干出部（実

際には汀線付近）で大きく低下したことを除けば，

他の季節に比べ冬が一番干出部と非干出部での差が

大きく，干出部の方が低い値を示した。そのうち検

定により有意差が認められたのはヲst．1とst．3（共

にρくO．05）の2カ所であった画

　平均種数は干出部で冬期に低くなったが、個体数

は干出部と非干出部で季節的にほとんど差がなかっ

た、これは，干上がりの影響を受ける種が存在する

図6．
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浅い干出部における冬季のマクロベントスの平均

種数．黒いバーと白いバーはそれぞれヨシ帯の内

部と外部を示す．エラーバーは1標準誤差．

醐g面乱Average　spec1es　number　of　macrobenthos　observed

　　　dunng　wmter　at　sha11ow　exposed　area　ms1de

　　　（fined　bars）　and　outside　（open　bars）　of　reed　bed．

　　　Asterisks　are　resu1t　of　ANOVA．

　　　＊，ρ＜0．05；　　＊＊，ρ＜O．O1；　　＊＊＊，ρ〈O．OO1．
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図7．ヨシ帯内外における主要マクロベントスの個体密

　　　度（mdlm2）と（湿重量9／m2）黒いハーと白いハー

　　　はそれぞれヨシ帯の内部と外部を示す．

醐g曲7曲Densエty（md／m2）and　wet　we1ght（glm2）of　mam

　　　macrobenthos　at　inside　and　outside　of　reed　bed．

　　　Fi11ed　and　open　bars　show　inside　and　outside　of

　　　reed　bed，　respective1y．　Asterisks　are　resu1t　of

　　　ANOVA．　＊，ρくO．05；＊＊，ρ＜O．O1；＊＊＊，ρくO．001．
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図8．ヨシ帯内外における底質粒度組成の淘汰度の比較．黒いバーと白いバーはそれぞれヨシ帯の内部と外部を示す．
　　エラーバーは1標準誤差．

酬g曲8．Companson　of　oφ　of　substratum　at　ms1de　and　outds1de　of　reed　be1t　F111ed　and　open　b肛s　show1ns1de　and

　　outs1de　of　reed　bed，respect1ve1y　Bars　are1standard　error　Astensks　are　resu1t　of　ANOVA　　＊，ρく005，

　　＊＊，ρ＜O．01；＊＊＊，ρ＜O・O01・

表1．採集されたマクロベントスのリストと各種の個体

　　密度（md／㎡）と出現頻度（〃＝192）

丁曲且e且。L1st　of　macrobenthos1dent1f1ed　and　dens1ty　and

　　occurrence血equency（〃＝192）of　each　macrobenthos

　　（ind．／㎡）．

Taxa　　　　　　species　name Density　　Occurrence

　　　frequency
（i・d／㎡）　（％）

Mo11
Pe1ecypoda　　　Oorbiculaゴ∂po皿北a

　　　　　　　　　　　　（adult）
　　　　　　　　　　　（juveni1e）
　　　　Mus㎝1us伽　1ノ醐血ousla
Gastropoda　　Assi㎜i皿ea1u亡eajaρo畑fca

　　　　Fa1〃loc卿1a㎜pP
　　　　∫亡㎝0比yra伽d　士am切ed0幽WeηSlS

　　　　α舳㎝r弥oが伽s
Anne1ida

Po1ychaeta　　　Neajコ比esJρ

　　　　N0亡0maS亡uSSP．

　　　　Pri0皿0Spf0ゴap0ωiC∂

　　　　0ムo皿esp．
O1igochaeta　　Tubi丘cina

Hirudinea
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ことを示しており，種が減少した干出部で，干上が

りの影響を受けないあるいは受けにくい種が個体数

を増やしたものと推察される．ただし，干出部の冬

期の平均種数をヨシ帯内外で比較すると（図6），有

為差がみられるのはst．1とst．4（共にρくO．01）であ

るが，いずれのステーションでもヨシ帯の内部の方

が外部に比べ2－3倍高かった。どちらも干上がると

はいっても，ヨシ帯内部の方が何もないところより

もマクロベントスにとっては良い生息環境のようで

ある。

　主要なマクロベントスとヨシ帯の関係をみるため

に，ステーションと季節をあわせてヨシ帯内外で比

較を行い，ヤマトシジミについては殻長4mmで稚

貝と成貝に分けても比較した（図7）。個体密度では，

比較を行った1O種のうち，ヤマトシジミ，カワグチ

ツボ（醐〃10確〃0吻ρ0加C0），コツブムシ類を除

く7種について，また湿重量では，カワグチツボ，

ヨコェビ類，コツブムシ類を除く7種がヨシ帯内部

の方が外部より有意に多かった。坂本（1992）はヨシ

帯内にヤマトシジミの稚貝が大量に生息しているこ

とから，ヨシ帯がヤマトシジミにとってゆりかごの

ような役割を果たしていると報告している。また坂

本ら（1995）はヤマトシジミの稚貝はヨシ帯内部の方

が外部より多く生息していたと報告している。しか
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し，今回の調査では茅ヤマトシジミ稚貝　　表2ヨシ帯内部干出部と非干出部における主要ベントスの個体密度
の個体密度はヨシ帯内外でほとんど差は　　　　（md／㎡）と湿重量（9／㎡）の比較検定結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁盈阯eムDens1ty（md／㎡）and　wet　we1ght（9／㎡）of　mam　macrobenthos
なく，成貝の方が外部に比ベヨシ帯内部　　　at　drought　and　no止drought　sites　in、、ed　b，t，nd，esu1t．f

で多かった。　　　　　　　　　　　　　　　ANOVA．
　主要マクロベントスと干上がりの影響　　　、、、。、㎜。　、、困、　、、、鴛sity（im州、、、　楓蝋　、、、鴛weigh伽2、、　潟蝋

をみるために，ヨシ帯内部の干出部と非　　Cob帥pomca　Eoωspmg　4＝；苫　　2：；ニプ　　　20二ζ二1：ニニ　1＝二＝ζ1ζニニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　autuエ［1エ［　　　　　　1548　　　　　　　　　3251　　　　　　　　　　　　　　　866．920　　　　　　2442・528
干出部で個体密度および湿重量を季節的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。仙。p。㎞g　”あ41．1　て5淵　　　　2112305　1267597
に比較した（表2）。干上がりの影響があ　　　　　　　　　　　。。蝸　　。。。。石　。　軌。、。　。。。。伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　autumn　　　　　　1061．6　　　　　　　　2580．2　　　　　　　　　　　　　　　812．367　　　　　　　1812，869
るとすれば，冠水していた季節では差は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紬品五こ軸g　4160ひ3　5蔓ξi；1ポ　　　　29411　　19366
見られないにも関わらず，実際干上がっ　　　　　　　　　　　・・・・・　　・・…　　　　　λ・・…　　㎜　　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　autu口1n　　　　　　486．6　　　　　　　　　670．9　　　　　　　　　　　　　　　　1．614　　　　　　　　　2，720
た冬期に差が現れ，干出部で低い値を示　　　　　　　　・・t・・　・・・・・　　・・・・・　　　　・…　　　ふ榊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ass　　　　　l　tea　　　　　　　　sI≡，1＝ing　　　　　3516．5　　　　　　　　928．9　　　　　　＊　　　　　　1204．080　　　　　　　114，849

すと考えられる．個体密度，湿重量共に，　　j…㎞・・　　　　　　　…月　　・・・　　　　・・・…　　γ…
この様な傾向を見せたのは，〃。伽、、広”、　　　　　　　箒鰐　　ニニ：1二　　1簑11　　　・＝ζ：二；二　　纂1：覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fa1uviocigu1a　　　　　　　　　　spring　　　　　　3627－0　　　　　　　　2565．5　　　　　　　　　　　　　　1867・763　　　　　　　585－744

sp。とヨコェビ類の2種であった。また　　・・　　　　　　　m…　　α・　　　　1・㎝　　　α…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　73．7　　　　　　　　　125．3　　　　　　　　　　　　　　　　1．998　　　　　　　　88，604

ゴカイ（ル伽肋ωノαρ0〃た0）とキクチスナ　　　　　　　　wht・・　2λ・　　295　　　　α・03　　α096
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　th　　］p　　ca　　　　　　　spriI1g　　　　　　1717．7　　　　　　　　16145　　　　　　　　　　　　　　　463339　　　　　　　522868

ウミナナフシ（qα伽κo脈肌舳）の2種　　　　　　　　　　　76a7　　82ユ7　　　　1舳6　19・㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　479．2　　　　　　　　　361，2　　　　　　　　　　　　　　　　69．268　　　　　　　167，035

は，湿重量のみ同様の傾向を示した。こ　　　　　　　　・ht・・　4349　　5狐8　　　　帆5冗　　30α941　＊＊＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Noton1astus　sp．　　　　　　　　　spI＝ing　　　　　　1363．8　　　　　　　　　766．7　　　　　　　　　　　　　　　　377．698　　　　　　　　209，144

れらの種はヤマトシジミなどの二枚貝と　　　　　　　　　　　柳　　　191■　　　　219㎜　　2蝸8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　331．7　　　　　　　　471．8　　　　　　　　　　　　　　　7．527　　　　　　　128，052

比べると比較的移動能力があり，有意差　　丁、、肥、、、　　　鵠　　、姜姜吉＝葦　　、；…麦姜　＊＊　7芸＝誓子　姜竃＝芸姜　＊＊＊

がでたのは，干上がりのために死亡した　　　　　　　　、　　ニニ9二1士　　、簑二1；　　　二；；今1；芸　1ニニ91；ニニ

ためではなく，単に水位が下がると共に　　、　、　　　鶉　279鶏　　15妾簑姜　。　972ま姜詩　426麦蓑；

移動したとも考えられる．ユスリカ類も　　　　　　　、　　1二8二　　、簑1ζ　、　　2言1二竈　　＝二1二簑

個体密度，湿重量ともに冬期に干出部の　　。。、阯、、　　　鵜　　6簑…　　1鵠　　＊＊　、姜麦葦券　　、姜≒姜姜　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　339．1　　　　　　　　523，4　　　　　　　　　　　　　　　51．876　　　　　　　　81509方が有意に少なく，個体密度では春期と　　　　　　　　、　　。。γ。　　。。。。　　　　。蝸　　　ひ。。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　whter　　　　　　7．4　　　　　　552．9　　　＊＊＊　　　　　7372　　　　　　67，043　　　　　＊秋期でも同様に有意差があった．ユスリ　　・・。・。。m。　。、m、　・・・・・　　・・・・　　　・・・・・・・　　・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　suエmILer　　　　　　243，3　　　　　　　　　　73．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．097　　　　　　　　　　0－095

カ類は干出部が汀線付近となった秋期で　　　　　　　　、、tm　　舳　　　。。。　　　　　λ・・。　　。・糾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wiIlter　　　　　36．9　　　　　　140，1　　　　　　　　　　　29．562　　　　　　37，428
すでに影響を受けており春期は前年度の　　。。汕。汕阯　　。。m。　。。。。　　。。。。　　　　。。3。。　。。。。。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110．6　　　　　　　　294，9　　　　　　　　　　　　　　　37．413　　　　　　　　67，771
影響が残っていたものと思われる．ヤマ　　　　　　　　・耐㎜　　・帆・　　…∬　　　　α・・…　　脳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w加tεr　　　　　44．2　　　　　　235，9　　　　　　　　　　　　15．032　　　　　　17，096　　　　　＊
トシジミは全ての季節で個体密度・湿重　　。，。くα。。、。㌔p、α。1、。。。，pく㎜1．

量ともに有意差は見られなかった。成

貝・稚貝に分けてみると，稚貝では冬期に干出部の　　が，底表下5cm以深は粘土層になっていたことが

方が個体密度は小さくなるが，成貝・稚貝共に冬期　　関係しているのかもしれない。

では有意差は見られず，ヤマトシジミが干上がりの　　　ヨシ帯では何もない湖岸より，ほぼ季節的にマク

影響を受けたようには見えなかった．　　　　　　　　ロベントスの平均種数が高い傾向がみられ，特に春

　ヨシ帯内外での底質環境の季節変化の違いをみる　　期に最も顕著であった．その傾向は，底質粒度の淘

ために，底質粒度分布から淘汰度（Oφ）を求め比較　　汰度はステーションにより異なるがヨシ帯内部では

した（図8）。どのステーションでもヨシ帯内外で有　　季節的変化が少なく安定していたこと，そしてヨシ

意差が認められない季節があった。しかし，ステー　　帯外部では平均種数にヨシ帯内外で他のステーショ

ション問で数値に違いはあるものの，いずれのス　　ンより顕著な差が見られなかったs仁2においての

テーションでもヨシ帯内部では季節的変化があまり　　み，淘汰度がヨシ帯内部と変わらない値を示し季節

なく安定しておりヲそれに比べ外部では，st．2を除　　的に安定していたことから，マクロベントスと底質

き，季節的に変動が激しかった．これは，ヨシ帯外　　粒度との関係よりも，底質が季節的にあまり変化せ

部では，波の影響が強いが，ヨシ帯に波浪の影響を　　ず安定していることがマクロベントスの平均種数を

やわらげる効果があり，ヨシ帯内部では，外部に比　　高め，つまりより種が混み合って生息することを可

べ波の影響を受けにくかったためと考えられる．st．2　　能にしていると考えられる。そして，ヨシ帯は波浪

のヨシ帯外部は何も遮るものがなく，他のステー　　の影響をやわらげる効果があり，それによりその内

ションの外部同様に波浪の影響を受けていると考え　　部の底質環境は季節的変動が小さく安定しているた

られ，なぜ淘汰度が安定していたのかはわからない　　め，結果的にマクロベントスの平均種数を高める効
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果があると推察された．しかし，ヨシ帯内外での平

均種数の差が何故春期に最も顕著になったのかはわ

からない。また，ヨシ帯外部でもヨシ帯内部とあま

り差がみられないところがあり，対照として比較し

た外部によって結果が大きく異なることが示唆され

た。したがって，宍道湖湖岸部のマクロベントスに

とってのヨシ帯の意義を明らかにするには湖岸部全

域におけるマクロペントスの詳細な調査が必要と思

われる．
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